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すべての働く人の処遇改善に取り組み

第83回
新潟県中央メーデー
日時：2012年4月28日（土）
　　　　入場行進10：10～
　　　　式典開始10：25～

会場：新潟市陸上競技場

2012
春季生活闘争
復元、格差是正、底上げ・底支えでデフレ・
縮小経済からの脱却を

http://www.jtuc-rengo.or.jp連合

復
興
・
再
生
に

、

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

　安
心
社
会
」を
実
現
し
よ
う 全
力

議長の五十嵐地方委員

連　　　合　　　新　　　潟(1) 第252号 2012年２月15日（毎月１回15日発行）
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▲

 http://www.jtuc-rengo.jp/niigata/　「齋藤会長＠ブログ」発信中！
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２月の主な活動
 １日 官公部門連絡会
 ２日 第49回地方委員会
   「江花和郎氏」に感謝

し激励する会
 ４日  なんでも相談ダイヤル

研修会
  第２回女性委員会
 ７日 第１回組織対策委員会
 ８日 第２回労働条件委員会
  第２回青年委員会
９～11日
   相談ダイヤルキャンペーン
 11日 土曜労働相談会
 14日 第４回四役会議
19～20日
  北陸ブロック女性会議
 22日 第４回執行委員会
 23日 朝街宣
  労使懇談会
 25日  青年委員会2012地協

青年代表者研修会
 28日 公契約推進委員会

（連合新潟・新潟地協の共催）

と　き　３月２日（金）18：30～
ところ　新潟市・音楽文化会館

※　終了後、デモ行進

２
０
１
２
春
季
生
活
闘
争
・
中
小
総
決
起
集
会

　
　
　
　

と　

き　

３
月
31
日
（
土
）
14
：
00
〜

　
　
　
　

と
こ
ろ　

柏
崎
市
・
産
業
文
化
会
館

 

※　

終
了
後
、
デ
モ
行
進

にいがたユニオン第17回定期大会
日　時　2012年３月３日（土）
　　　　　　　　15：30～

会　場　新潟市・総合生協中央支局　2Ｆ会議室

2012地協青年代表者研修会
日　時　2012年２月25日（土）
　　　　　　　　13：30～16：00
会　場　新潟市・総合生協中央支局　2Ｆ会議室

「女性差別撤廃条約ってなあに？」
国際女性デー第19回にいがた集会
日時：2012年3月10日（土）
　　　　　　13：30～
場所：新潟市・万代シルバーホテル
　　　　　　　4階「千歳の間」
参加費：無料
たくさんのご参加をお待ちしています！

平和行動 in
沖縄、広島、根室

広島は親子参加が可能です。夏休みに歴史と平
和を学ぶ旅へ親子でいかがですか？
平和の大切さを学ぶ旅にご参加ください！

＜沖縄＞ 2012年６月23日㈯～25日㈪

＜広島＞ 2012年８月３日㈮～６日㈪

＜根室＞ 2012年９月７日㈫～９日㈭

参加者大
募集！

活
動
方
針
を
確
認

　

連
合
新
潟
は
、
二
月
二
日
新

潟
市
・
ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
第

四
九
回
地
方
委
員
会
を
開
催
、

役
員
、
地
方
委
員
な
ど
約
一
二

〇
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
は
、「
昨
年
一
一

月
の
大
会
で
掲
げ
た
連
合
本
部

と
共
通
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
復
興
・

再
生
に
全
力
を
尽
く
し
『
働
く

こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』

に
つ
な
げ
よ
う
」
を
柱
に
、
連

合
新
潟
は「
運
動
へ
の『
参
加
』

と
組
織
の
『
拡
大
』
を
す
す
め

よ
う
」
に
沿
っ
た
具
体
的
取
り

組
み
を
す
べ
て
の
状
況
に
お
い

て
意
識
し
、
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
」
に
つ
い
て
は
、
連
合

が
描
く
我
が
国
の
社
会
像
で
あ

る
、
働
く
こ
と
に
最
大
の
価
値

を
置
き
、
安
心
の
五
つ
の
橋
を

か
け
る
こ
と
に
ふ
れ
、
も
う
一

度
誰
も
が
安
心
し
て
働
き
、
暮

ら
せ
る
日
本
の
社
会
を
取
り
戻

そ
う
」
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

自
動
車
総
連
の
五
十
嵐
地
方

委
員
の
進
行
に
よ
り
、
審
議
事

項
で
は
、
二
○
一
二
春
季
生
活

闘
争
な
ら
び
に
、
組
織
財
政
確

立
検
討
委
員
会
の
設
置
な
ど
四

議
案
が
満
場
一
致
で
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

宮
沢
地
方
委
員
（
全
自
交
）

か
ら
は
タ
ク
シ
ー
カ
ル
テ
ル
問

題
に
対
す
る
支
援
と
お
礼
に
続

き
、
破
産
手
続
き
中
の
新
発
田

タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
組
合
主
導
、
管
理
に
よ
る

再
建
手
続
き
中
に
つ
き
支
援
・

協
力
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

宮
口
地
方
委
員（
基
幹
労
連
）

か
ら
は
組
織
財
政
確
立
検
討
委

員
会
の
設
置
に
対
し
賛
成
の
立

場
か
ら
建
設
的
な
発
言
が
あ
り
、

大
場
地
方
委
員（
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
）

か
ら
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
企
業
の

海
外
流
出
と
国
内
の
空
洞
化
に

つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

六
〇
歳
前
半
の
働
き
方

　

地
方
委
員
会
終
了
後
、
六
五

歳
ま
で
の
雇
用
延
長
を
春
季
生

活
闘
争
の
要
求
に
入
れ
る
産
別

　

今
年
の
春
季
生
活
闘
争
は
、

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
」
の
実
現
へ
向
け
『
す
べ

て
の
労
働
者
の
処
遇
改
善
』
を

掲
げ
て
取
り
組
む
三
年
目
の
闘

い
と
な
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
要

求
を
掲
げ
て
交
渉
し
、
成
果
を

引
き
出
す
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
連
合

新
潟
は
次
の
柱
を
闘
争
開
始
宣

言
と
し
ま
し
た
。

一
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
た
め

に
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
を

確
保
し
、
一
％
を
目
安
に
配

分
の
改
善
を
求
め
る
。

一
、
部
門
別
の
共
闘
を
前
進
さ

せ
、
地
域
か
ら
地
場
形
成
の

底
上
げ
を
は
か
る
た
め
支
援

態
勢
と
連
携
を
強
化
す
る
。

一
、
新
潟
県
内
雇
用
労
働
政
策

の
充
実
を
求
め
、
新
潟
県
雇

用
戦
略
会
議
対
応
や
自
治
体

要
望
に
取
り
組
み
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の
構
築
を
め

二
〇
一
二
春
季
生
活
闘
争
開
始
を
宣
言
し
ま
し
た

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
合
新
潟

顧
問
社
会
保
険
労
務
士
の
大
縫

一
秀
さ
ん
を
講
師
に
「
厚
生
年

金
二
〇
一
三
年
問
題
」
に
つ
い

て
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ざ
す
。

一
、
総
実
労
働
時
間
を
縮
減
し
、

雇
用
の
安
定
・
創
出
を
は
か

る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に

取
り
組
む
。

す
べ
て
の
組
合
が

　

取
り
組
む
べ
き
課
題

 
（
ミ
ニ
マ
ム
運
動
課
題
）

◇
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
確
保

◇
非
正
規
労
働
者
を
含
め
た
全

労
働
者
を
対
象
と
す
る
待
遇

改
善

◇
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
締

結
拡
大
と
水
準
の
引
き
上
げ

◇
総
実
労
働
時
間
の
縮
減
、
時

間
外
・
休
日
労
働
の
割
増
率

の
引
き
上
げ
等

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
共
有
化
し
、

非
正
規
・
パ
ー
ト
労
働
者
等
の

処
遇
改
善
、
労
働
時
間
短
縮
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
な
ど
、
各
組
織
で
配
分

を
追
求
し
、
要
求
・
交
渉
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
高
齢
者
雇
用
「
二
〇
一

三
年
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
雇

用
と
年
金
を
確
実
に
接
続
さ
せ

る
た
め
の
制
度
の
確
立
に
む
け

て
労
働
協
約
の
締
結
を
は
か
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
春
季
生
活
闘
争
は
、
経
営

側
の
言
う
「
賃
金
よ
り
雇
用
」

で
は
な
く
、「
雇
用
も
賃
金
も
」

の
要
求
を
掲
げ
て
、
組
合
員
全

員
の
行
動
と
連
帯
で
最
後
ま
で

闘
い
ま
し
ょ
う
。

学習会講師の大縫社会保険労務士春闘方針を提案する榎本副事務局長

運動への参加と組織の拡大をすすめよう

各地協・支部総決起集会日程
（２月10日までの報告分）

地協・支部名 日　　　時 会　　　場

下　越
（新発田／
 阿賀野）

３月28日（水）18：00～ 新発田市・カルチャーセンター

新　潟 ３月２日（金）18：30～ 新潟市・音楽文化会館

佐　渡 ３月21日（水）18：30～ 佐渡市・新潟交通ビル６Ｆ

県　央　 ３月８日（木）18：30～ 三条市・燕三条リサーチコア
 ７階マルチメディア

中　越
（見　附）
（小千谷）
（北魚沼）
（南魚沼）
（十日町）

３月２日（金）18：00～
３月６日（火）18：30～

３月２日（金）18：00～

長岡市・市立劇場小ホール
見附市・中央公民館中ホール

十日町市・クロス１０

柏　崎 ３月１日（木）18：30～ 柏崎市・産業文化会館文化ホール

上　越

（糸魚川）

３月２日（金）18：30～

３月２日（金）18：30～

上越市・リージョンプラザ上越
 コンサートホール
糸魚川市・青海きららホール



※お届け出来ないエリアもありますのでご了承ください。
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あ
っ
と
い
う
間
に

一
年
の
一
二
分
の
一

が
過
ぎ
た
。「
春
」

は
い
ろ
い
ろ
忙
し
い
。

新
入
学
・
進
学
、
新

成
人
、
新
社
会
人
…
。

そ
ん
な
の
と
こ
ろ
に
、
大
学
の

秋
入
学
構
想
が
発
表
さ
れ
、
欧

米
並
み
の
九
月
入
学
と
な
る
ら

し
い
。
そ
う
な
る
と
一
部
の
大

学
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
小

中
高
校
の
問
題
、
就
職
の
問
題
、

社
会
全
体
の
シ
ス
テ
ム
は
ど
う

な
る
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
い

ろ
い
ろ
考
え
た
。
私
た
ち
が
こ

れ
か
ら
進
め
る
「
春
季
生
活
闘

争
」
は
ど
う
な
る
の
か
？
な
ど

と
…
。
と
い
う
前
に
、
ま
ず
は

行
動
あ
る
の
み
！ 

（
Ｔ－

Ａ
） 土曜相談会 ３月は10日に開催

Ｂ
小千谷 De イタリアン

　小千谷市といえば、「へぎそば」「錦鯉」
が有名ですが、今回紹介する小千谷の名
物グルメは、ＦＭ新潟で昨年暮れに紹介
されたミートショップ「にくいち」さん
の「イタリアンメンチ」です。
　ミートショップですので新鮮なお肉は
もちろんですが、揚げ物の惣菜メニュー
が豊富です。なかでも今回紹介する「イタリ
アンメンチ」は、一番人気です。
　20年以上前から販売され、大人から子供ま
で広く愛されている一品です。子供でも食べ
やすい大きさの丸っこい形で、カラっと揚がっていて食べると衣
はサクサク中はジューシーな、肉汁たっぷりでトマト風味のメン
チコロッケです。ご飯のおかずにも、ビールとの相性も抜群で１
個100円。
　他にもひなどり竜田揚げやエビ団子、やわらか牛もつ等おいし
い惣菜がそろっています。
　お近くにお出かけの際は、是非立ち寄ってみて下さい。
　なお、お店は９時から開店していますが、イタリアンメンチの
販売は11時半からで、一日限定200個ですのでお早めに。

■ にくいち　新潟県小千谷市城内1-11-6
 （中越地協小千谷支部　事務局長　関口善仙）

12－１月度　ホームページ･アンケート
結果発表

質問： 今年の冬は夏に引き続き節電に協力しますか？

　夏は全国的な協力で乗り切ることができました。でも油断は
禁物！東北地方は寒さが厳しいだけに冬も要注意です。厚着し
て暖房需要を抑えるなど、出来る範囲での節電に引き続き協力
しましょう！
　２月のＨＰアンケートは、春季生活闘争に関する質問です。
投票お待ちしています。

「
働
く
事
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
連　合

北陸ブロック
対話集会
in 福井

　

連
合
は
、「
働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
」
を
提
起
し
、

そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。「
東
日
本
大
震
災
」
以

降
は
、
復
興
・
再
生
の
支
援
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の
先

の
活
力
あ
ふ
れ
る
安
心
社
会
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

二
月
三
日
「
連
合
全
国
ブ
ロ

ッ
ク
別
対
話
集
会
ｉ
ｎ
北
陸
・

福
井
〜
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
の
実
現
に
向
け
て

〜
」
が
開
催
さ
れ
、
連
合
新
潟

か
ら
も
悪
天
候
の
中
、
約
二
〇

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
齋
藤
会
長
の
司
会

で
開
会
し
、
は
じ
め
に
古
賀
連

合
会
長
か
ら
「
連
合
結
成
か
ら

二
〇
年
が
経
過
し
、
連
合
自
ら

が
あ
る
べ
き
社
会
像
に
つ
い
て

検
討
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
そ

ん
な
中
、
新
自
由
主
義
政
策
が

世
界
全
体
を
席
巻
し
、
そ
し
て

世
界
同
時
不
況
が
起
こ
っ
た
。

連
合
は
そ
の
時
、『
連
帯
』『
公

正
』『
規
律
』『
育
成
』『
包
摂
』

と
い
う
五
つ
の
政
策
理
念
を
改

め
て
整
理
し
、
そ
の
延
長
線
上

に
『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
』
を
掲
げ
た
。
人
は
働

き
、
人
と
繋
が
り
、
支
え
合
い

な
が
ら
生
活
を
営
ん
で
い
る
。

『
雇
用
』『
教
育
』『
家
族
』『
失

業
』『
退
職
』
を
繋
ぐ
『
安
心

の
橋
』
を
架
け
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
理
念
を
労
働
運

動
だ
け
で
な
く
国
民
全
体
が
目

指
す
社
会
像
に
し
て
い
き
た

い
。」
と
問
題
提
起
が
あ
り
ま

し
た
。

　

他
に
福
井
労
働
局
長
、
福
井

県
経
営
者
協
会
長
、
福
井
県
産

業
労
働
部
長
、
労
働
者
代
表
が

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
、「
こ

の
理
念
は
究
極
の
理
想
だ
。」

と
大
い
に
共
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

集
会
後
半
に
は
会
場
か
ら
の

発
言
と
し
て
Ｊ
Ｐ
労
組
新
潟
の

川
澄
さ
ん
が
「
社
会
保
障
強
化

を
目
的
と
し
た
消
費
税
増
税
」

と
「
公
契
約
へ
の
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
質
問
し
、
双
方
と
も

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
旨

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
山
岸
連
合
福
井
会
長

か
ら
「
こ
の
理
念
は
確
か
に
理

想
か
も
し
れ
な
い
が
、
理
想
を

語
ら
な
け
れ
ば
夢
も
希
望
も
目

標
も
持
て
な
い
。
理
想
に
向
か

っ
て
多
く
の
国
民
と
一
緒
に
着

実
に
進
め
て
い
き
た
い
。」
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
電
話
対
応

だ
け
で
な
く
、
一
労
働
者
と
し

て
も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

労
働
と
は
就
業
規
則
に
そ
っ

て
行
わ
れ
、
規
模
が
一
〇
人
以

上
の
事
業
所
で
は
、
作
成
と
周

知
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

労
働
条
件
の
明
示
義
務
も
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
実
態
は
、
就
業
規
則

の
周
知
や
労
働
条
件
の
明
示
は
、

一
部
の
事
業
所
に
限
ら
れ
て
い

　

二
月
九
日
か
ら
一
一
日
に
か

け
て
行
わ
れ
る
労
働
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
あ
わ
せ

て
、
今
年
も
期
間
中
の
相
談
を

受
け
る
地
域
協
議
会
役
員
を
対

象
と
し
た
、
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
担

当
者
研
修
会
が
二
月
四
日
に
勤

労
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
会
は
「
相
談
を
受

け
る
に
あ
た
っ
て
」
の
心
構
え

や
、
基
礎
的
な
法
律
の
知
識
、

相
談
対
応
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を

行
う
、
実
務
的
な
担
当
者
研
修

会
で
す
。

　

日
頃
、
労
働
組
合
の
あ
る
職

場
で
働
く
私
た
ち
と
、
労
働
組

合
の
な
い
職
場
で
働
く
相
談
者

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
い
な
が

ら
の
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

連合の理念を提起する古賀会長

多い事例を参考にしてロールプレイ

ベテランからは心のこもったアドバイス

知
識
と
心
構
え
を

　
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
研
修

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
担
当
研
修
会
に
参
加
し
て
下
越
地
協
青
年
委
員
会
委
員

山
森
　
一
樹
（
自
治
労
）

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
自

身
の
労
働
体
系
や
賃
金
体
系
に

疑
問
を
感
じ
て
も
、
使
用
者
に

「
就
業
規
則
な
ど
な
い
」
と
一

蹴
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

そ
の
他
に
も
年
次
有
給
休
暇

が
認
め
ら
れ
な
い
、
残
業
代
を

払
っ
て
も
ら
え
な
い
、
採
用
時

の
条
件
と
違
う
、
自
己
都
合
退

職
勧
告
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
身
近
に
あ
り
ま
す
。

　

不
幸
に
も
そ
う
い
っ
た
事
態

に
直
面
し
て
い
る
労
働
者
は
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
に
連
絡
し
て
ほ
し
い

で
す
。
微
力
で
す
が
、
研
修
で

得
た
知
識
を
、
相
談
者
の
立
場

に
な
っ
て
聴
き
、
考
え
、
解
決

の
糸
口
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
積
極

的
に
研
修
会
に
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

二
月
二
日
、
新
潟
市
・
東

映
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
昨
年

一
一
月
開
催
の
連
合
新
潟
第

二
一
回
定
期
大
会
で
退
任
さ

れ
た
、
江
花
前
会
長
に
感
謝

し
激
励
す
る
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

泉
田
県
知
事
・
篠
田
新
潟

市
長
を
は
じ
め
、
構
成
組
織

代
表
や
関
係
団
体
か
ら
お
よ

そ
一
六
〇
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

連
合
新
潟
発
足
時
よ
り
執

江
花
前
会
長
に
感
謝
と
激
励

行
委
員
、
副
事
務
局
長
、
事

務
局
長
、
会
長
と
労
働
運
動

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
江
花

氏
に
、
出
席
さ
れ
た
方
々
か

ら
感
謝
の
あ
い
さ
つ
が
続
き

ま
し
た
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。


